
トルコ束那エルジシュで医療支援活動を行っている大類隼人さん
（左）と渕崎祐－さん（右）＝27日（共同）

ト
ル
コ
国
民
に
恩
返
し

　
　
【
ワ
ン
（
ト
ル
コ
東
部
）
共

同
」
2
3
目
に
大
規
模
地
震
が
起

き
た
ト
ル
コ
東
部
の
被
災
地

で
、
２
人
の
日
本
人
医
師
が
奮

闘
し
て
い
る
。
「
力
の
限
り
を

尽
く
し
た
い
」
。
東
日
本
大
震

災
で
支
援
を
し
て
く
れ
た
ト

ル
コ
国
民
へ
の
恩
返
し
の
気
持

ち
を
胸
に
、
現
地
で
医
療
チ
ー

ム
に
加
わ
Ｕ
、
次
々
と
運
ば
れ

て
く
る
患
者
を
治
療
し
て
い

る
。

　
国
際
医
療
援
助
団
体
「
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
」
　
（
本
部
・
岡
山
市
）
か

ら
派
遣
さ
れ
た
外
科
医
の
大
類

隼
人
さ
ん
（
3
0
ブ
神
戸
市
在
住

＝
と
神
経
内
科
医
の
洲
崎
祐
一

さ
ん
（
6
7
二
福
岡
市
在
住
＝
は

最
大
被
災
地
の
一
つ
エ
ル
ジ
シ

ュ
で
負
傷
し
た
被
災
者
が
搬
送

さ
れ
て
く
る
拠
点
の
臨
時
診
療

所
で
活
動
し
て
い
る
。

　
地
震
発
生
翌
日
の
2
4
日
に
日

本
を
出
発
。
「
と
に
か
く
早
く

被
災
地
に
行
か
な
け
れ
ば
と
い

う
気
持
ち
だ
っ
た
」
と
大
類
さ

ん
。
2
5
日
夕
に
は
エ
ル
ジ
シ
ュ

に
到
着
、
す
ぐ
に
患
者
の
治
療

に
取
Ｕ
掛
か
っ
た
。

　
同
診
療
所
に
は
、
心
肺
停
止

状
態
の
患
者
や
頭
部
を
負
傷
し

て
大
量
の
血
を
流
す
男
性
な

ど
、
2
7
日
午
後
ま
で
に
約
１
４

０
０
大
が
運
ば
れ
て
き
た
。
人

類
さ
ん
と
洲
崎
さ
ん
は
多
い
日

で
2
0
～
3
0
大
の
患
者
を
担
当
す

る
。
ト
ル
コ
の
医
師
か
ら
は
「
あ

り
が
と
う
」
と
感
謝
の
言
葉
を

掛
け
ら
れ
る
が
、
２
大
が
返
す

言
葉
は
「
困
っ
た
時
は
お
互
い

さ
ま
だ
よ
」
で

　
人
類
さ
ん
は
東
日
本
大
震
災

で
大
き
な
被
害
が
出
た
宮
城
県

南
三
陸
町
に
４
月
上
旬
か
ら
約

３
週
間
滞
在
。
そ
の
際
、
ト
ル

コ
か
ら
水
な
ど
の
支
援
物
資
を

受
け
取
り
、
多
く
の
ト
ル
コ
人

医
師
が
駆
け
つ
け
被
災
者
を
劫

け
る
姿
も
目
に
し
た
。
「
ど
こ

に
派
遣
さ
れ
て
も
全
力
を
尽
く

す
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、

今
回
は
特
に
何
と
か
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
強
い
」
と
語
る
。

　
3
0
日
に
は
エ
ル
ジ
シ
ュ
を
離

れ
帰
国
す
る
２
人
。
地
震
発
生

か
ら
数
日
が
過
ぎ
、
重
傷
者
は

徐
々
に
減
っ
て
い
る
が
、
洲
崎

さ
ん
は
「
時
間
が
許
す
限
目
へ

必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
ど
ん
な

こ
と
で
も
精
い
っ
ぱ
い
協
力
し

た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

震
災
支
援
に
感
謝
「
力
の
限
り
尽
く
す
」

｜
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